




要約 

初年度は健康新生児が如何なる方法で管理されているか全国的なアンケート調査を行った。

第 2・3 年度は皮膚表面、臍断端残遺部,および鼻咽腔の常在菌の菌相およびその菌数が,

一般的ケアーによってどのように変化するかを検討した。この場合成績の精度の向上のた

め,試料はトランスワブに採り,国立岡山病院に速達郵送し,細菌学的検討を行った。また第

3年度には早期頻回授乳が乳児期に及ぼす意義を検討した。また臍動脈,臍静脈の病理学的

変化についても検討した。このほか初乳のウィルス性疾患に対する抗体についても検討を

加えた。 


